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１．NTTデータが考える
AI・ロボティクスの活用と

自治体DXの実現
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NTTデータが考えるAI・ロボティクスの活用と自治体DXの実現

現在の自治体 デジタル化された将来の自治体

申請のデジタル化（202X年）

スマホ・タブレット等
自治体

基幹系システム

AI-OCR

EBPM※ AI活用

• デジタルデータを活用
した政策決定、効果
測定 等

• 申請の審査業務
• EBPMにおけるデータ分
析業務の活用 等

RPAは大量の定型作業が存在する業務において、大きな効率化が見込まれると言われています。また、定型作
業の自動化だけでなく、その先にはAIを用いた非定型業務の自動化にも大きな期待が寄せられています。
わたしたちは、AIやロボティクスを活用することで既存システムの改修コストや入力コストを抑制しながら、
よりよい将来の行政サービスのあり方をICTでご支援し、自治体DXを推進していきたいと考えております。

行政向け
RPAシナリ
オ共同運営

行政事務の
共同アウト
ソーシング

BPR
コンサル

 紙の申請書類をシステム
へ手入力している

 システムへの登録に際して
はダブルチェック、トリプル
チェックを行っている

 それでも入力ミスはなくな
らない

 既存システムの維持コス
トや改修コストが必要で、
新たなIT投資がされにく
い状況

 手軽に取り組めそうな
RPAに興味はある

 「人減らし」のようなマイナ
スイメージに受け取られる
リスクもある

RPAを使ってみる

 入力コスト削減や既
存システム改修費の
抑制に資するRPA活
用にも取組む

入力
コスト

改修
コスト

DOWN

IT需要を
喚起

さらなる自動化データマネジメント

さらなる省力化

 内部事務に適用して、
便利さを実感

 紙情報に不向きであ
ることへの改めての気
付き

 不正利用防止や組
織をまたがった重複シ
ナリオの作成を統制
する取組みを始める

マイナポータル／
電子申請
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２．地方自治体でのRPA導入を通して
見えた課題
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Case.つくば市市民税課業務全体での業務削減シミュレーション

共同研究での適用業務における削減率（79.2%）を、市民税課全体の業務のうち、RPA処理可能だと思わ
れる業務に適用した結果、現状で約1,432時間、最大で5,727時間削減見込み（試算）となりました。
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地方自治体でのRPA導入を通して見えた課題と対応策①

システム面の課題と対応策（案）
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地方自治体でのRPA導入を通して見えた課題と対応策②

体制面の課題と対応策（案）
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地方自治体でのRPA導入を通して見えた課題と対応策③

運用面の課題と対応策（案）
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３．課題解決のソリューション案
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自治体RPAコンソーシアム

対象業務
リスト

シナリオ
サブルーチン
ライブラリ

ガイドライン

導入
ノウハウ集

導入効果
一覧

相談
コミュニティ

製品
サポート

ライセンス
提供

ユーザ会

他市の事例が
参考になる

他市でも使える
シナリオを共有しよう

悩んだら、ここで
解決すればいい

庁内の説明に
使えそう

ゼロから
作らなくていい

成功体験を
みんなに教えよう

自治体RPAコンソーシアム（仮称）

地方自治体がRPAを全庁で活用するにあたり必要となる情報が得られる場を提供する自治体様限定の会員サービ
スです。地方自治体の職員同士で情報交換できる場を目指します。
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アナログデータのデジタル化

これまでの地方自治体様へのRPA導入を通し見えた課題の1つに、『庁内に存在する大量の紙媒体にはRPAが
活用できない』 があり、検証を見送ったユースケースが数多くありました。
紙の申請書等を電子化するソリューションとしてはOCR等が考えられますが、読み取る帳票ごとに帳票設計・開
発が必要であったり、コスト面等で導入のハードルはまだ高いといえます。
一方で、低コストでフリーフォーマット、フリーピッチの帳票情報を読み取る手段としてAI-OCRが新たに注目され
始めており、今年度は自治体様で取り扱う帳票への適用有効性について、複数の団体様にご協力いただき、実
証研究を実施しております。

手作業（BPO等） OCR タブレット、スマホ

大量の申請書等

データ化

パンチ入力

【メリット】
・帳票、運用の変更が必要ない。
【課題】
・人手（稼動）がかかる。
・ミスが発生する可能性がある。また、ミスを前提とした
運用設計が必要（ダブルチェック等）。

大量の申請書等

データ化

OCRソリューション

【メリット】
・運用の変更がほぼ必要ない。
【課題】
・正読率をあげるために帳票の変更が必要。
・正読率が100％ではないため、チェック、修正が必要。
・クラウドのソフトウェア利用時のセキュリティへの不安。

データ化

タブレット端末での入力

【メリット】
・端末側でチェックを実施することで、入力ミスが減る。
・
【課題】
・ITリテラシーによっては、使いにくさを感じる方も。

今回の検証ターゲット【電子化の方法】
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６市とのAI-OCR共同研究

現在、６市とのAI-OCR実用性検証に係る共同研究に取り組んでおり、今年度末に成果発表を
予定しております。
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AI-OCR活用イメージと今年度実証範囲

今年度実証範囲は赤の点線で囲んだ部分になります。今回の実証では、LGWANを経由しないインターネット経由でパブリッ
ククラウドに接続する方法を採用するため、実証で取り扱うデータについては、帳票自体は実帳票、入力データはサンプルデータ
としております。

読み込み データ送信 データ活用例テキスト受領OCR処理

テキストファイル

画像
データ

LGWANLGWAN

今年度検証範囲

帳票類のAI-OCRでの識字率の
検証を実施します。

AI-OCR

テキストファイル
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AI-OCR共同研究から見えてきたこと

６市とのAI-OCR実用性検証に係る共同研究から、以下のような課題と傾向が見えてきています。

 人間でも読めないものは、AI-OCRでも読めない

 入力項目の様式で正読率が向上する可能性がある

 同一団体・同一業務でも、複数の様式が存在している場合がある

 AI-OCRが読み取りやすい様式やレイアウトに、各自治体側で揃えていくという
アプローチも必要

 「正読率が100%でないから使えない」ではなく、「人間がどう補完していくか」と
いう柔軟な発想が必要
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４．AI・ロボティクスのさらなる
活用に向けて
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RPAを導入する際のアプローチ

 RPAの導入を検討中、BPR（ビジネスプロセス・リエンジニアリング）を徹底的に行い、業務の進め方を効率化して
からという提案を耳にすることがあります。

 後戻りが難しい「システム開発」であれば、正攻法であるこのアプローチは、調査や業務改革に時間を費用がかかる
というデメリットを伴います。

 スモールスタートで継続的に改善していく「RPA」を主体とするならば、必然的に従来の発想とは異なるアプローチに
変わってきます。

業務調査・分析

改善案の策定

（RPA/BPO/システム開

発）

計画立案

改善実行

（RPA着手）

従来の発想に基づく「RPA」導入の考え方 新たな発想による「RPA」導入の考え方

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
し
て
継
続
的
な
拡
張

簡易調査
（自動化要望の吸い上げ）

RPA適用
（効果が出始める）

RPA未適用業務の検討

RPA適用拡大
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RPA適用業務を検討する際の観点（つくば市での調査結果）
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アクティビティ分類（つくば市での調査結果）

アンケートの結果、「入力業務」や「確認・照合業務」など、RPA導入による効果が期待
できる業務が上位に挙がりました。

内容次第でRPA適用による効果が
期待できる可能性がある業務

64

53

21

20

16

13

11

7

5

0 10 20 30 40 50 60 70

入力・登録作業

資料作成作業

確認・照合作業

整理・仕訳作業

集計・計算作業

検索・照会作業

出力・印刷作業

加工・整形作業

調整、検討業務

RPA導入による効果が期待できる可
能性が高い業務

調整、検討作業

1つの業務全てをRPAに代替させるという発想ではなく、業務をアクティビティ単位に分解し、
RPAで代替できるアクティビティを見つけるというアプローチで取り組むことが重要。
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LGWAN-ASPサービスの活用

● パブリッククラウド上のサービスとの使い分け

• 個人情報等の機微な情報が含まれるデータは、LGWAN-ASPサービスとして提供された方が庁内稟議がス
ムーズという地方自治体の声が多い。

• 一方、個人情報等の機微な情報が含まれないデータや、匿名化・抽象化されているデータであればパブリック
クラウド上のサービスを利用できるという地方自治体の声もあるが、利用にあたっては統一的な指針を設ける
べきかの検討が必要。

● LGWANのスペック

• 第四次LGWAN更改後、各自治体とも回線（帯域）は増強されていると思われるため、喫緊の課題は感じ
ていないという地方自治体の声もあるが、自治体ごとの利用状況を踏まえての検討が今後必要。
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